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2023 高専

ボランティアの基本的概念

当時は「ボランティア」とい
う文化はあまりなく、一般人
が被災地で支援活動をするの
は珍しい時代だった

プロテスタント教会の原理？

１６４７年イギリスの文献が最も古い記録
【自警団】 外敵から自分たちを守る

「正義のために（Goodwill【善意】）」

「ボランタリズム」とは、来国教として税金で維持される宗教
制度から分離し、信者が自らの献金で宗教を支える意思
を表現する宗教用語

世界に植民地を持つようになったイギリスは、自国の利益を守るために
多くの志願兵を集めた。

１８世紀

多くの失業者が志願(公益と私益の混在）

一般的には貧しい人のこと指していた

バーネット侯（大学教授）

「貧富の差（スラム問題）」という社会問題と戦う志
願兵はいないか！

自発的＋社会公益目的

善意から 志願兵へ 善意の志願兵
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アメリカでは、宗教宗派の教義が厳しく、近隣者同士でも助け合う
ことが出来なかった。

自発性・社会公益性＋抑圧されない自由意志

このような戒律に抑圧されない仕組みが必要に

１８９６年 Volunteers of America
社会福祉団体が結成される

１９世紀

自発性
• 自己完結

• 自己責任

公益性
• 大きい公益

• 小さい公益

自由性
• 自己判断

• 自己責任

★有償無償の考えは無い

質問

あなたの目の前で、おじいちゃんが転んでしまいました。

あなたは何を考えますか

大丈夫かな？ 思わず声をかけそうに

■動機（トリガー）
[放って置けない じっとして・・]

■活動体へ
継続的に、機能的に展開を図る行動がボランティア
活動

■行動 個人の人道的行動

人間誰もが持つ、相互扶助の心理

近年、災害が発生すると当たり前のように実施さ
れる災害ボランティア活動！

しかし、本当に必要なのだろうか？

完全義務と不完全義務

人を殺して
はいけない

完全義務 不完全義務
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ナホトカ号重油流出事故以降

９７年１月９日～ １０万人のボランティアが集まった

ノウハウが無い

• 大勢のﾎﾞﾗをコントロール

できない

資金が無い

• 資金の確保の方法を知

らない

つながりが無い

• 組織間での対立

外部のボランティ
アに依存するしか
なかった

阪神淡路大震災経験
ボランティア団体
日本財団 など

１．福井県災害ボランティアセンター連絡会の設置

２．福井県災害ボランティア活動基金の創設

３．研修・訓練の実施

ボランティア団体・社協・日赤・県などが話し合い、主体の違う団体が、
同一の目的にために、責任を共有し、お互いを尊重し、協力し合い、
目的を達成する「協働の理念」のもと、以下の事項を決定し、推進
することになった

福井県災害ボランティアセンター連絡会を設立

▪「常設型」

災害が起きてから、県VCを開設するかどうかの議論では
立ち遅れる。常時センターは開設されている状態で同会を
設置した

▪運営主体

あくまでも「民」が運営主体となることを確認

▪費用の支弁

その都度判断することに

必要な時に 必要なものを 必要な分だけ

財政的に、市町村にとって非常に有難い

人口の少ない地方都市には非常に効果的

重油災害の寄付金等の配分後残額等で基金を創設

１３０，０００，０００万円

この金額が妥当なのか、有効なのか不明な状態

福井豪雨で運用してわかったこと
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• 企業

•労働組合

•研究機関

•専門学

•ボランティア

• 地縁組織

•県‐市町村

•公共機関

官 民

産学
平成16年7月18日（日）発災

死者行方不明 ５名 家屋被害 約14,000棟

新潟豪雨災害 平成１６年７月１３日

新潟県からの要請で
災害ボランティア活動の
支援を実施

７月１７日
三条市災害VCを立ち上げたその夜
に福井県嶺北地方で豪雨が発生
翌日、全員福井県に戻る
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１３：３２
足羽川決壊

中日新聞社提供
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福井市

美山町

今立町

鯖江市

池田町

被害位置図

福井豪雨災害 当日ドキュメント

７月１８日 １４：００ 福井県帰着
被災地巡回

１８：３０ 福井県連絡会 緊急会合
・運営開始決定
・仮本部（県社協内）
・実施本部（福井市）
・運営手順の確認
計画立案

２１：３０ 県知事より先決承認

２３：００ 福井市と協議
３０ 今立町水害VC開設準備完了

① 目標６万人！ 期間１４日間

② 運営資金 １億円の確保

③ １日１万人受入態勢整備を４日以内

④ 各現地ボラセンを３日以内開設！

⑤ 安全確保の保険整備 １日以内

⑥ 全ての運営システムの確立 〃

１９日 今立水害ＶＣ稼動

２０日 福井市水害ＶＣ稼動

鯖江市ＶＣ稼動

２１日 美山町水害ＶＣ稼動

２３日 朝倉・一条ＶＣ稼動
（※特別プロジェクト）

福井市

美山町

池田町

今立町

鯖江市

福井市水害ＶＣ

福井市一条
朝倉ＶＣ

鯖江市ＶＣ

今立町水害ＶＣ

美山町水害ＶＣ

福井県水害Ｖ本部

池田町ＶＣ
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・被災地全体を一つ（面）として対応する。

・市町村の行政区分を超えて活動を展開できる

◆コーディネーター部門
各現地センターの立上げ支援
運営の方法支援
その他全般的に現地ＶＣの
各被災地の状況把握
支援県水害Ｖ本部との調整

◆物資部門
資機材の手配・確保・配送
車輌等の確保
各現地センターの資機材状況の把握
各現地センター物資の流通

◆人材部門
センタースタッフなどの人材確保
現地センターの人員調整

◆総務部門
電話での受付（主に県外対応）
保険加入手続き
購入品調達
資金関係

各現地
ボランティア
センターが
活動しやすい
環境整備

県水害ボランティア本部の機能
県社会福祉協議会１Ｆ及び福井市みのり（市水害ＶＣと同所）にコンテナ本部を設置

協働で設置し、協働で運営

福井県では行政（県・市町）もボラン

ティアセンター設立・運営

責任を共有し、お互いの特性を活かし、

同一の目標に向け活動

県ボランティア本部・各現地センター 徹底した地元運営主義

県災害対策本部会議
に加わることになる

災害ボランティアセンターの強みと弱み

■強み
・被災者の情報量が豊富
・復旧速度を常に把握している

■弱み
・動員力が弱い
・活動予測が難しい
・身分保証がないため不安定

行政対応に
影響

行政力を活
用しカバー

発災後３日目に結成

福井大学医学部看護学科・赤十字など

美山町折立地区などの、道路が寸断されて
陸の孤島状態の地域住民の健康管理を中心
に活動実施

医療体制強化のきっかけに！

問診、血圧測定など健康
チェック
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医療班・災対本部員との状況報告と

今後の対応を協議

結果 高い評価を得た

■福井県災害ボランティア推進条例 制定
■災害ボランティア活動基金の増額

６６０，０００，０００円に
■県外災害支援にも基金の運用が可能に
■全国各地に被災地に資機材の支援
■台風２３号災害で京都府に、中越地震で新潟県の
災害ボランティア支援に県からの派遣として活動

被災現場とボランティアセンター

家屋被害の状
況

広島県

岡山県

福井県

約38000棟

約14000棟

約14000棟
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8月13～14日 真備町でチームふくい17名が活
動 専用駐車場 バス 倉敷市VC 受付

順番待ち整
列

グループ編
成登録

オリエン１
飲料水・マス
ク等の受取

バス移動
車中でオリ
エン２

現地セン
ター

オリエン３ 派遣先決定
道具類の貸

出
現場へ徒歩
移動

現場着

０８：００

１１：１０

１０：３０
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目的＝目標＋戦略

実現のために達成すべ
き数量や成すべき状
態・時間など

目標を可能にするため
の効果的な手段や仕掛
けなど

災害ボランティアセンターの目的

62

１．被災者（地）の救援・支援
２．有効なボランティアパワーの提供
３．ボランティアの安全管理

福井県内で約14,000棟の
被害が発生した

被災者の精神的・肉体的負担を
軽減し二次被害を発生させない

目標

福井県内で約14,000棟の
被害が発生した

被災者の二次被害を発生させない

戦略
活動日数14日間で

何人のボランティ
アを集めるか

人を集める戦略
＋

現場戦略

ボランティアセンターの運営能力の関係で、各市町か
らのボランティア派遣バスの受入を出来ないと・・・

急遽、ボラバスセンター設置 ３日後に運行開始へ

昭和２３年 福井大震災の記録より

死者 ３，５７９名

全壊率 ３２％

焼失家屋 ３．４％

半壊率 １０．５％

61 62

63 64

65 66

file:///E:/まちの防災研究会/福井高専/2021年度/newボラセン２.pptx#1. PowerPoint プレゼンテーション


6/1/2023

12

関東学生救援隊の記録

「まだ、官庁のお先棒を担いでいるのですか」

「お先棒を担ぐとか、担がないとか、そんなことは考えたことは
ない。

なんでもいい、人が救われたらいいのだ。

少なくとも官公庁は、私たちが持っている最も強力な機関な
のだから、それと一緒に仕事したって別に悪いことではない」

この考えは、ずっと一貫した私たちの救援のための支柱だった。

なんでもいい、困っている人が救われさえしたらいいのだ。

目に余る福井県庁の手ぬるい場面もあった。その裏付ける
資料もあった。しかし、その悪い点を挙げて県を弾劾しても、
それが何になる。まだ救われない多くの人々が、巷に残されて
いるではないか。

私たちは県と喧嘩をするほど、有り余った時間は持っていない。

活動の撤収を始めたころ、新聞社の者が来て、『何か美談はない
か』と言ったが、『そんなものは無い』と答えた。

組織活動が最もうまくいっている時、美談の生まれる余地はない
だろう。

みんな誰ひとり、手柄を立てようと思った者はいなかった。認めら
れようと考えた者もいない

レポート忘れないように
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